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平成24年度　大阪府河川整備審議会　第２回治水専門部会　議事要旨
日　時
：平成24年12月13日（木）10:00～12:15
場　所
：大阪府公館
出席者　：多々納部会長、田中丸委員、中谷委員、堀委員、道奥委員　　計５名　
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
 (1) 大和川水系石川ブロックの当面の治水目標の設定について
　【降雨波形等について】

○支川ピーク流量に関して、中央集中型モデルハイエトをもとに、流出解析手法を合理式と等価粗度法とで比較しているが、誤差の原因は何であるのか。
　　●石川本川で採用している等価粗度法での各種パラメータについては、道明寺地点の観測データを基に同定しているため、各支川別での流出量の算定には、各種パラメータが必ずしも適合しておらず、合理式の数値との誤差が生じているものと考えられる。
　　○誤差の原因については、理解できることから、その原因を明記するよう工夫されたい。

　　○近年、局所的集中豪雨等も頻発していることから、支川の断面設定として中央集中型モデルハイエトで合理式を採用することは、合理性があると考えられる。

　　○河川特性等を踏まえ、石川本川及び各支川の計画降雨波形、流出解析手法については了承。

　　
【審議の進め方】

○石川本川での大和川への受け渡し流量『1,000㎥/s』については、石川の流下能力を1,000㎥/sに制限する意味なのか、1/30規模での流量を1,000㎥/sに制限するが流下能力は制限しないという意味なのか。

●大和川を所管する国交省との協議の上、石川の流下能力を1,000㎥/sに制限することを意味している。

○大阪府として、制約条件に縛られることなく、「今後の治水対策の進め方」に基づき、あるべき姿として整備を進める場合を府案として、国交省と協議を進めていくことも一つの進め方としては考えられる。

○石川ブロックでは、支川が多く、合流先河川の制限があるため、次の手順で審議を進めていくこととし、
　第１段階：「今後の治水対策の進め方」の設定フローに基づき、本川・各支川の当面の治水目標を仮設定する。

　第2段階：その上で、大和川の受入可能流量、流域の治水バランスを考慮し、どの支川に対して目標を下方修正するか検討し、最終案とする。
本日の審議としては、第１段階の当面の治水目標（調整前）の仮設定案が適切であるか確認したい。

○仮設定案としては、特段異論はない。

○次回、石川ブロック内河川の治水目標を調整する上で、調整前後での支川も含めた流量配分図を準備し、前提条件（降雨波形、支川の流下能力）と併せて示すこと。
○治水目標の調整を、調整前の目標が80mm/hrとなった支川の目標を65mm/hrに下げるという方針で行われたように見えるが、本川最下流の最大流量が1000㎥/s 以下という制約を満たしつつ、調整前のレベルからの被害増加分が最小となるような支川の組み合わせを求めることも可能ではないか。

○ブロック内での治水バランスの調整にあたり、４河川で下方修正しているが、その判断材料は。
●府内の目標とすべき治水レベルの少なくとも65mm/hで危険度Ⅱが発生しないことを判断材料としている。

○治水バランスを検討する際、支川の治水目標を本川の治水目標以下にする考え方もあるが、本来は、下流へ流量の影響が無いならば、危険度に合わせた治水目標を設定する考え方で検討すべき。

○豪雨の確率規模を揃えることが果たして公平性やバランスを取ることになるのかどうか、考えてみる必要もあるのではないか。

○千早川は、50mm対策後でも危険度Ⅲが発生しているため、被害状況等について補足願いたい。
●千早川は、下流部での50㎜/h程度の浸水要因を河川改修で解消した場合、65、80㎜/hでは破堤点が最下流に移動し、危険度Ⅲが発生することとなる。今回、治水目標の設定に際しては、手法を河川改修と仮設定しているが、治水手法の設定時には、リスク移転しない遊水池等についても念頭に置いている。
また、危険度Ⅲの発生についても、人命最優先の原則を踏まえ、ご指摘の点も整理し検討を進める。

(2) 「今後の治水対策の進め方」に関する確認事項について
【人的被害が発生しない場合の治水対策のあり方】

○類似表現として、「人命に影響する」と「家屋を有する」といった記載があるが、これらは同義で使用されているのか。
●基本的には、同義で使用している。

○ご指摘の点についても補足資料にて注釈を加えること。

○耐水型都市づくりでは、街づくり部局だけでなく、農政部局との連携も必要と考えられるので検討願いたい。
【事業効率の算出における破堤シナリオについて】

○両岸が築堤の場合、同時に破堤させているのか。

●両岸同時ではなく、片岸ずつ破堤させている。
○治水経済調査マニュアルのシナリオでは過大との考えがある一方、上流からの順次破堤シナリオでは過小との考えもあるため、事業効率算出の破堤シナリオについては、提案の中間的な考え方を採用することで了承。
○「今後の治水対策の進め方　補足資料（素案）」に関しては、概ね了承。なお、本日の意見を踏まえ、一部修文すること。
また、内容を確認頂き、何かあれば事務局まで連絡願いたい。
(1) 大和川水系石川ブロックの当面の治水目標の設定について


・河川特性等を踏まえ、石川本川及び各支川の計画降雨波形、流出解析手法については了承。


・石川ブロックの当面の治水目標の設定の進め方に関しては、


　　第1段階：本川・各支川の設定フローに基づく治水目標の仮設定


　　第2段階：大和川の受入可能流量、流域内の治水バランスを踏まえ、治水目標を調整し設定


　　といった手順で進めることとし、本日は、第1段階としての仮設定案について了承。


　　次回、治水目標の調整のポイントを整理し、説明すること。


(2) 「今後の治水対策の進め方」に関する確認事項について


・「今後の治水対策の進め方　補足資料（素案）」に関しては、概ね了承。なお、本日の意見を踏まえ、一部修文すること。
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